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導
研 究 主 題

論 理 的 な 思 考 力 を 培 う寵 の工 夫

1主 題設定の理由

新教 育課程の全面実施を来年に控え,こ の4年 間の移行措置期間中に様 々な研究 ・実践が試

み られてきた。 日本の社会の発展はとどまるところを知 らず,21世 紀へ向けて加速度的にその

力を伸ばしてい る。そ れ に伴 い,社 会状況 も国際化 ・情報化が進み,目 ざましい変容を遂げ

ている。 とりわけ科学技術に支えられた情報分野 の著 しい発達は多様 な価恒観を生み・生徒の

生活や意識に深い影響を及ぼすに至 っている。 こうした状況を受け,新 教育課程では「21世

紀を目指 し,社 会の変化に主体的に対応できる心豊かな人間の育成 」が求められ,そ のための

四つの柱の一つとして「自己教育力の育成 」が掲げられている。特に,自 己教育力を支える思考

力や創造力が強 く求められており,そ の基礎 となる「論理的に考える能力 」,「 論理的 に表現

す る能力 」の 育成 が強調 され,各 教科等において,そ の具現化を図 ることが重要 な課題 とな

ってい る。

しか し,生 徒の実態はそのねらいと大 きくかけ離れ,直 観的,感 覚的に物事を判断 しがちで

あり,理 由や根拠を明確にし,筋 道を立てて説明することを苦手としてい る者が多 く,思 考の

深化や的確 な表現活動 の大 きな妨げとなっている。 したがって,急 速に変化する現代社会 にお

いて,主 体的に生きていく生徒を育てるためには,今,国 語科に要請されてい る「音声言語や

文字言語の発する意味 ・内容を正確に理解 し.必 要に応 じて適切 に表現す る能力を育成 し,併

せて思考力や創造力及び言語感覚を養 う」ことが重要な課題である。そしてそのためには 「論

理的な思考力」を培 うことをねらいとした指導内容 ・方法の研究 ・開発が大切 であると考えた。

従来の国語科の指導では,論 理的思考力の育成は,主 として,説 明的文章の読解指導を通 し

て養われるものとする考え方に偏 りがちであった。 しか し,文 章 は筆者の論理的な思考に基づ

いて書かれ,い かなる種類 の文章にも論理性 が備わっていると考えることができる。 そこで,

今年度 の本研究では,教 材の中で大きな比重を占めなが らも,論 理的思考力の育成をね らいと

した指導が十分研究 されていない文学的文章を主たる教材 としつつ,文 章を正確に理解 し,適

切に表現する能力を育て る指導.主 題に迫る過程で論理的な思考力を培う指導 日ごろ何気なく

使っている言葉のもつ大 きな意味に気付 き.そ れを論理的な読み取 りに深化させる指導の在 り

方等について,授 業研究 を通 して迫る実践的研究を試みることにした。
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皿 研究 の構 想

1基 本的 な者 え方

本研究 で は,論 理的思考 力を次のよ うに とらえ た。

「与 え られ た条 件か ら妥当 な結論 に到 達す るための筋 道 をた どる力 の ことで あ る。 」,

また,こ の考 えに基 づ き,研 究主題 であ る 「論 理的 な思考 力を培 う指導 の工夫 」について 表

現,理 解,言 語事項の三 つの班 を組織 し,研 究 を進 め ることに した。 さ らに,各 班 は,次 のよ

うな仮説 を立 て,授 業研究 を中心 に仮説 の実 証を試み た。

【仮説 】

〈表現班>

O根 拠 を明確に し,自 分の意見を筋道を立 てて表現 す る力を身に付 け させ ることによ って

論理的 な思 考力を培 うことがで きる。

〈理解 班 〉

○ 与 え られた条 件か ら妥 当 な結論 に到達す るための筋道 を,根 拠を 明 らかに しなが ら,矛

盾 な くたど ることによ って,論 理的 な思 考力を培 うことが で きる。

〈言語事項班 〉

○ 文章 を読 み進め てい く過程 で,助 詞 の働 きに焦点を当 てる ことによ り論理的 に読 み深め

てい くことがで きるよ うにな り,論 理的 な思 考力 を培 うことがで きる。

2研 究の方法

本研究 では,各 班 ご とに,文 学的文章を主 た る教材 と しつつ,次 のよ うな点 に焦点 を当て,

研究 を進め た。

〈表現班 〉

○ 「意 見文を書 く」 一 根拠を明確 に した意見文 を書 く 一

(第1学 年,4時 間扱 い)

〈理解班 〉

○ 詩 「夕焼 け 」(吉 野 弘)一 四つの ステ ップによ る理 論的 な思考力の深化 を図 る 一一

(第2学 年,3時 間扱い)

〈言語事項班 〉

○ 小説 「赤い実 」(井 上靖)一 助詞の働 きに焦点 を当 て ることによ り登場 人物 の心

情 な どを論理的 に読 み取 る 一

(第1学 年,6時 間扱 い)
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皿 研究 の内容

1表 現班

「意見文を書 く」 一 根拠 を明確 に した意 見文 を書 く 一(第1学 年)

(1)研 究 のね らい

今 日,「 話 す こと,聞 くことの指導 」の重要性が 指摘 され,音 声言 語活動 への 関心が高 まっ

てい る。 そ して,あ らゆ る場面で,自 分 の考 えを 明確 に述 べ る表 現力を養 うことが ます ます重

要視 されてい る。

こう した状況を受け,表 現班 では,共 通 研究主題 であ る 「論理的な思考力を培 う」ことを「自

分 の考 えを筋道立 てて表現 す る力を養 う 」ことととらえ直 しr自 分 の意見 を構 築す るための基

礎 となる 「根拠を明確 にす る」ことの指導 に焦点 を当てて研究 す ることを ね らい と した。

ア 指導 目標

「論理的な思 考力」を壊 ・,表現力 を高 め る指導 の一 つの試 み として,「 根拠 に基 づ いて意見

を構築 す る 」活動 に主眼 を置 いてみた。 意見を発表 す ること とは,事 柄 に対 して単に感想を述

べるだけでは な く,ま た決 して独 りよが りの主観的 判断 によ るのでは な く,確 か な根拠 に基づ

いて筋道を立 てて述 べ ることによ り,相 手を納得 させ るべ きもので なければ な らない。 その思

考過程 その ものが論理的思考 で あ り,そ こで養 われ るもの こそ 「論理的な思 考力 」である。この

観点 に立 って,論 理的 な思考力 を培 うための指導 目標 として,次 の二点 を設定 した。

① 自分 の考えや意見 を きちん と した根拠 を もとに表現 す る。

② 相 手 の考えや意見 を聞 き,根 拠 と意 見 との関係 を理解 す る。

イ 指導計画(4時 間扱 い)

〔第1時 〕

○ 意見 とい うものが,明 確 な根拠 に基 づいた もので なければ ならない ことを理解 させ る。

○ 提 示 され たテーマの中か ら一 つを選 ばせ,根 拠のあ る意 見(メ モ書 き)を 書か せ る。

〔第2時 〕

○ 意見文を読み,意 見 の根拠を確認 させ る。

O根 拠の種類 の違 いについて認識 を深め させ る。

〔第3時 〕

○ 自分 の書 いた意見 の根拠 について再考 させ,ど の種 類 に属 す るかを確認 させ る。

○ 自分 の意見 を確 か なものに させ るため に,様 々な根拠を考 え させ る。

○ 自分 の意見(メ モ書 き)を 基 に,意 見文を書かせ る。
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〔第4時 〕

○ グループ ごとに,意 見文 を相互 に読 ませ,代 表作 を選ん で発表 させ る。

○ 各グループの発表を聞 き,確 かな根拠に基づ く意見であるか どうかを判断させ る。

ウ 評価

ア 意見文において確かな根拠が必要であることが理解できたか。

イ 意見の発表を聞 き,根 拠 との関係を理解できたか。

工 指導の展開

〔第一 時 〕 　一一　一 一コー一

上 の 留 意 点

・分か りや すい意 見文 を書 くことが 目的 であ る ことを 確

認 させ る。

。二 つ の意見 文の例 か ら根 拠 の必 要性 に気付 く。 ・根拠 のあ る ものと ない もの との二例(資 料1)を 示 す。

'六 つのテーマ(酬2)か ら一つ腿 び根拠を明融 して1噺 聞言酬 資料2)を 見せる・

1・ 意 見メモ用 紙(資 料3)を 配 り,書 か せ る。意見 メモ を書 くo

目 根拠 は際 書 きで書 か せ る
。

・意 見 メモを回収 す る
。

〔第二時 〕

一 二三一指 導 上 の 留 意 点
人 こ とを確認 す る。

・「制服 は必要か 」の意見文(資 料4)を

てい る部分 に線 を引 くO

1展 ・線を引いた部分を賛成 ・反対にわけて発

1

開

L圭竺⊥土杢一

・カー ドに書かれ た根拠 を種 類に わけ る と した ら,ど れ と ど

iれ とを同 じグ・一 プに した らい ・㌧か を考 え る・
1(机 の前後 の四人組 で 話 し合 いを す る。)

ト 発表 しあ・て鎖 で検討す・。

i・ 根 拠 に は三つ の タイアが あ るこ とに気付 く。I

A… …個 人的 な感情 の みの根 拠

B… …体 験 に基 づ く根 拠(見 聞 した こ とを含 む)

C… …一一般的 で客 観点 な視点 か ら述 べ た根拠

・本時 の内容 を 確認す る。

・画用 紙 で カー ドを 作 り,黒 板 に提 示 してい く。

「例 ・評判がいい ・好きだ ・カ・つこ・回1
楽だ借 しい 噛 倒だ 」

・賛成 ・反 対に とらわれ ずに,同 じよ う な立場 か ら

述 べて い ると思わ れ る ものを 一 つの ク'ループ とす る

よ うに指 示す る。

・A,B,Cの 使い 分け られ る場 面 などを考 え させ る0

含む)

拠

〔第三時 〕

学 習 活 動

導2・ 前時 の 内容 を 復習 し,根 拠 の三 っの タイ プを確認 す るO

入 旨

指 導 上 の 留 意 点

・三っ の タイプを 板書 して示 す。

。第一時 に書 い た メモをか えす。

展

開

1・ 自分 の 意見 メモを読 う返 し、 目分 の意 見の根 拠 がA,B,

icの どの タイプか を考 え,記 入 して・・く。i

1・ 互 いに 発表 しあ つて,三 つ の タイプに つい て理解 を 深め る。i

[
1(で きれば違 うタ イプの もの) させ る0ミ

1・ よ り多 くの 人を納 得 させ うる適切 な根拠 に つい て考 え る。 ・原 稿 用紙 に記 入 させ る。(四 百字程 度 で)

・意 見文 を完成 す る。

・内 容 に よって タイプを決 めか ね る もの もあ る ことを

理 解 させ る。

1・ 目分の意見の根魁 して甦 加えるものはないかを考える・1'　 つではな く譲 数の異なった根拠艦 腿 むように

まとめ ・本時の内容を確認する0 ・次時 に は互 いに読 み合 って,発 表 す ることを 予告す る。

〔第四時 〕

学 習 活 動 指 導 上 ・の 留 .意 点

導 入 ・意見文が完成されていることを確認する。

ー

「

展

開

・同 じテ ーマを選ん だ者 同士 を一 つの グループ と して,

四 人 か ら六人 の グルー7を 作 る。

・グル ー プ内 で互 い に発表 し,評 価 しあ って最 も優れ てい る

と思 われ る もの を選 ぷ。

・班 の代 表 が全体 の前 で発 表す る。

・評価 表(資 料5)を 用 い る。

・評価 の観 点 は,根 拠が 明確 で納得 で き るもの か どう

かの点 であ る ことを指 示す る。

・ゆ っ くり,は っき りと大 きな声 で発表 させ る。

まとめ
・意見を述べる時には,確 かな根拠が必要であることを確認

する。

・生活上のあらゆる場面でこのことが生かせることを

理解 させる0
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【資料 】

資料1

●

第1時 の文例

制服 はあ った ほ うがい いと思い ます。 や っぱ り制服 は中学校 には必要 な服 だ と思 い ま

す。制服 は中学校 には な くて はならない服 だ と思 い ます。

・ 私 は制服 はあ ったほ うがい いと思 う。制服 は見 た感 じが中学 生 ら しい し,な ん とな く

さわや か な清潔感 もあ る。 それに,そ の学校 の文 化のよ うなもの も制服 はも ってい ると

思 う。 だか ら制服 はあ ったほ うがいい と思 う。

資料2新 聞記事か ら

学校週5日 制 はあ ったほ うがいいか(21学 校給食 は必要か

国立 公園 に ゴ ミ箱 は必 要か(4)ビ ニ ール袋 や包装 紙 は必要か

高校野球 での 「5連 続 敬遠 」を ど う思 うか ㈲ メ ダリス トへの賞金を ど う思 うか
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一 資料3意 見メモ

(
〃
画

・で

)

①②嘔④⑤⑥
【
根
槌

】

意

見

メ

モ

【
意
見
】

)
組

(

)
番

「
資料4「6人 の意 見 」例

私 は制服が あ ったほ うがいいです。 うちの学校 の制服 は評判 がいい し,好 きです。私

はブ レザーよ りセ ーラー服のほ うが好 き。 男子 も学 らん の ほ うが格好いい と思 い ます。

・ 制服 は必姜 ない と思 う。 は っきり言 って格好 悪 くて ダサいか らだ。黒 い色 もイ メージ

が悪 くて好 きに なれ ない。

・ 制服 はあ ったほうがいい と思 う。私 服 だ と毎 日着 てい く服を選 ばなければ な らないか

ら面倒 くさい。 制服 だとTシ ャツと下着を替 え るだけでいいか ら楽 だ と思 う。

・ 制服 だ と汗が 出たと きべ たべ た して嫌 いだ。制服 は ク リーニング代が必要 で,お 金 が

もったい ない。 カ ラーを付 け,ホ ックを して勉強 す ると苦 しくてがまん で きない。

・ 制服 は 自分 の通 ってい る学校 を表 す最高 の トレー ドマークだ と思 う。 その学校 の生徒

だとい う自覚が持 て,校 章同様7そ の学校 にい るとい う認識 を高 め られ ると思 う。

・ 制服 だ と統一 されて 自分 らしさが ない。 私服 だ とい ろい ろな格好 がで きるので その人

の人柄 も分 か る。私服 は個性 を発揮 す ることがで きるのでいい と思 う。
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(3)研 究 のま とめ

表現班で は,「 根拠 に基 づい た意見の構 築 」を図 る指導 を試 みた。最近 の生徒をみ ると,日

常生活に おいて,自 分 の意 見を求め られ る場 面が多 くあるのに もかか わ らず,単 な る感想 を述

べ るだけで済 ませ た り,独 りよが りの感情的 な意見を述 べるだけで済 ませ た りして しまい,本

来 の コ ミュニケ ーシ ョンを うま く図 ることがで きない とい う傾向 が見 られ る。 そ こで,意 見 に

はそれを支 え る 「根拠 」が大切 であ ることを理解 させ,「 根拠 」が明確 で,相 手 を納得 させ る

ことがで きる意 見を生徒 各 自が もて るよ うに させ たい考 えた。 しっか りした根拠 に基 づ く意 見

を もち,そ れ を筋道 を立 て て構 築 してい く過 程で,論 理的な思 考力は 自ずと培 われてい くものと

考え た。

以下 に,今 回 の研究 を通 じて明 らかに なったこ とを まとめてみ ることにす る。

① 生徒各 自の意 見を求め るに当 たって,書 きやす さや生徒 の興味 ・関心 を高 め ることを考

慮 した うえで,六 っの テーマを設 定 した(資 料2参 照)。 設定理 由として,「 生徒 に とつて

身近 な内容 で,体 験に照 らして考えやすい もの 」,「 自然破壊 など環境問題 にかかわ るよ

うな今 日的 な課題 で,社 会性 の ある もの 」,「 時事性 が濃 く,生 徒 の興味 をひ きやすい も

の 」を考/,し て,そ れ ぞれ二 つず つテーマを用意 した。

実際 に生徒 が書い た意見 は,学 校週5日 制 や学校 給食 とい った 「身近で体験的 なもの 」

が多か った。 生徒に とって,既 に体験 してい る事柄 の方が書 きやすか ったとい うことで あ

ろうが,一 般 的に は体験 してい ない事柄 について も意見を求め られ ることの方が 多いだけ

に,そ れ に対応で きる資質 の充実 を図 る ことも必 要であ ると考 え られ る。 また,発 達段階

を考慮 して,テ ーマの設定 は慎重 に行 うことが大切 であ る。 指導者 が テーマを設定 す るの

で はな く,生 徒 自身 に課題を見付 け させ,考 え させ る課題 解決的 な学 習活動 を工夫 す るこ

とも有効 な指導法 であ る。

② ほとん どの生徒が 「根拠 」に基 づいて意見を書 くことが で きた。今回 の研究 では,さ ら

に一歩踏 み込んで,「 根拠 」にも,そ れが よって立 つ基盤 によ って種類 があ るの だとい うこ

とに も触れ てみ た。 「根拠 」を種類 分け してみ ると,「 感情型 」(感 情的 な感想,印 象に

基 づ くもの),「 体験型 」(自 分 の直接 ・間接 の体験 に基 づ くもの),「 一般型 」(一 般

化 された もの)の 三 つの種類 が考え られ る ことに気付 かせ ることがで きた。 そ して,意 見

を書 くテーマによ っては,「 一 般型 」で しか述 べ られ ない もの,「 一般型 」よりも 「体験

型 」の方が読 み手 ・聞 き手 に対 して説得力を もつ もの などがあ り,一 概 に 「r型 」の方

が優 れてい ると言 うことはで きない。 大切 なこ とは,こ の三 つ の種類 を うま く組み合わせ

一9一



るこ とによ って,自 分 の意 見をよ り強 固 な ものにす ることを理解 す ることであ る。今回 の

研究 で は,生 徒 は,少 な くとも「感情型 」に終始す るの では相手 を納得 させ ることは難 し

い ことを理解 す ることがで きた。 また,「 感情型 」の根拠 しか思 い浮か ば ない生 徒に対 し

ては,「 体験型 」へ,更 に 「一般型 」へ と,主 観 か ら客観 へ と思考 を広 げ られ るよ うに,

個 に応 じた指導 が必要 であ る。

③ 今回 の研 究 では,グ ル ープ学 習を試 みたが,更 に発展 させ る形態 と して,第1時 か ら,

書い てみたいテーマによ つて グル ープ分 けを行 い,意 見 メモの作成 か ら,根 拠 の種類 の違

いの検討,発 表 ・評 価 まで一 貫 して グル ープ学習を計画 する ことも可能 であ る。生徒 や学

校 の実 態に応 じた工夫を考え たい。

今回 の試 みは,極 めて基 本的 な取 り組 みであ つたので,今 後,継 続的 な指導 を計 画す る必要

があ る。 その際,配 慮 すべ きものと して,次 の三点 が挙 げ られ る。

① 根拠 の種類を分類 す るにあ たり,今 回 は,曖 昧 な部分を残 したまま三 つに分 け たが,そ

れ は,根 拠 の違 いに気付 かせ ることが 目的 であ り,そ れに よって論理的思考力 を高 め られ

ると考 えたか らであ る。 しか し,そ の検証 は十分 には行 え なか った。 意見 の内容 によ って,

最 も説 得力を もつ根拠 は どうい うものかを,様 々な意 見を書 かせ るなかで気付 かせ る指導

の工夫 を研究 す る必 要が あ る。

② 今回 は,ま とめの段階 において200字 ～400字 程 度 の意見文を書か せ,発 表 させ た。 そ

の中で,特 に聞 き手 を意識 して,ま ず 自分 の意見を述 べ たあ とに根拠 を述 べ させ るよ うに

指導 した。 その結果,聞 き手 と して は比較的分 か りやす い もの とな った。 しか し,根 拠が

ただ羅 列され ただけで,文 章構成 が不十分 な生徒 や,意 見の主張 のみが強 く出 た生徒 も目

につい た。今 後 の指導 において は,自 分 と反対 の意 見 との比較 ・検討 や,相 手の立場 を意

識 す ることなどを含ん だ,説 得 力を もつ文章 構成を もつ意見文 を・書かせ るとこ ろまで発展

させ る必要が あ る。

③ ま とめの段階 で は,新 学習 指導要領 で強調 されてい る 「詰 す力 」に も目を向け,音 声言

語 との関連 を重視 した指導 も可能 であ る。 明確 な根拠に基づ く意見 を もち,相 手 の意見を

吟味 す ることもで きるよ うに なれ ば,そ の発表 の仕方を指導す る ことに よ って,よ り充実

したパ ネルデ ィスカッシ ョンや討論会,デ ィベ ー トなどに発展 させ る可能性 も生 まれ ると

考 え る。 これ らの指導 におい ては,生 徒 の実態 に応 じ,指 導 内容 ・方法 の改善 ・工 夫が必

要で あ る。
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2理 解班

(1)研 究 のね らい

本年度 の研究 主題 は,「 論理的 な思 考力 を培 う指導 の工夫 」であるが,こ れ まで論理的 な思考

力の育成 は,説 明的文章を 活用 す る場合 がほ とん どであ った。 なぜ ならば,説 明的文章 は,そ

れ 自体が明快 な論理性を有 し,そ れを たどる学 習活動 によって,生 徒の中に論 理的 な思 考力が育

成 され る と考 え られ るか らであ る。 しか し,今 回,理 解班で は文学的文章を通 して,論 理的な思

考力を培 う指導法 を模索す ることに した。 これ は,文 章 そのものの論理性 を追求 す るのではな

く,言 語 と言語 との相互 の関係 を吟味 す ることに よ り,主 題 に迫 る過程 の中で,論 理的 に筋道o

を追 う力 を文学作品の学習 を通 して育む,と い う立場 で推 し進 め ようとす るものであ る。 この

学習 活動 に より,こ れ まで特 に観 念的 ・感覚的傾向の強か った文学 作品 の読みが さらに深 まり,

従来の説 明的 文章 にお ける論理的な考力 を培 う指導法 と一 対 とな り,国 語科 における論理的 な

思 考力 の育成 の一 層の充実 につ なが るもの と考え る。

文学 作品 におけ る論理的 な思考力 を培 うための具体的 指導の ポイン ト

ー-4つ の ステ ップによ る論理的な思考力の深化 一

理 解班 で は,論 理的な思 考力の定義 を「与えられた条 件か ら妥当 な結論 に到達す るための筋道

を,根 拠 を明確に しなが ら矛盾 な くた どる力 」と考 え たが,そ の基 盤を①根拠 を明 らかにす る

② 矛盾 な く考 えを進め てい く 一 に置 くもの と した。

これ まで の文学的文章 の授業 では,一 つの事 象 におい て,い きな り登場人物 の心情 や作者 の

意 図を つか ませ る指導が 多か ったのでは ないか と思 われ る。 理解班 では,妥 当な結論 に到達 す

るための筋 道を正 し くたど るために,4つ の ステ ップを設 け ることによ り,論 理的思考過程 が

系統化 され,深 化 され る指導法 を研究 す ることに した。

ここで言 う4つ の ステ ップ とは,A段 階 「その場 面 における状況 の把握 」→B段 階 「登場 人

物 の心情 や作者 の意図を つかむ ための手 がか りとなる表現 の発見 」→C段 階 「登場 人物 の心情

や作者 の意図 の的確 な把握 」とい うように段階 を追 って,無 理 や矛盾 のない思考過 程を推 し進

め,そ して,D段 階 「根 拠 とな る事柄 」を明確 にす ることに よ って,そ の裏付 けを確 固た るも

のにす る一連の流れを 指す ものであ る。

このよ うに,状 況 ・手がか り ・心情 や意 図 ・根 拠 とい う4つ のス テップを 日常 の文学的 文章

読解 の中に意図的 に設定 す ることによ り,生 徒 一人 ひと りの論理的 な思 考力の向上に大いに役立

つ もの と考え,以 下 の研 究 を進 めた。
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X21指 導 の実際

ア 教材名 「夕焼 け 」(吉 野 弘)(第2学 年)

イ 教 材選定 の理由

吉野 弘 の 「夕焼 け 」とい う詩 は,「 い つ もの ことだが 」とい う出だ しで始 まるよ うに,日

常生活 の中でよ く見 かけ ることを題 材 としてい る。 また,こ の詩の 中での出来事 は,生 徒 自身

も,少 な くとも一度 は経 験 してい ることであ る。 そのため に,生 徒 に とって この作品 は,身 近

な ものと して受 け止 め,考 え た り話 し合 ったりしやすい教材 であ ると思 われ る。

さらに,「 夕焼 け 」は,作 者 によ つて考 え抜 かれ た,緊 密 な構成 を持 ってい る作品で あ る。

また,こ の詩 の表現 のひとつひとつには作 者の意図 が込め られ,そ の表 現技法(短 い字句 が多

い,繰 り返 し,中 止法 など)を 通 して,そ こに語 られ てい る ことを論理的 に読 み取 って い くこ

とがで きる作品で あ るとい うこともいえ る。

以上 の ことか ら 「夕焼 け 」とい う作品 は,生 徒 の論理的 な思考 力を培 う上で,ふ さわ しい作

品で あ ると考 え,本 教材 を選定 した。

ウ 研究主題 との関連

説明的 な文章 は,事 実 や意 見 などを もとに筋道 の整 った記 述 によ り,筆 者 の主張が 明 らか に

されてい る。 そのため,文 章 その ものか ら論 理 的 な思 考 を学 ぶ こ とが で き る と い え る。

それに対 して,文 学的 な文章 の中で も詩 は,内 容 その ものが,極 めて主観的 ・感情的 で あ り,

文章 その ものに論 理性 を求め ることは,非 常に難 しい といえ る。 しか し,そ の ような詩で も,

言 語相互 の関連を吟味 し,主 題 に迫 る過 程に おいて,論 理的 に筋道 を追 う力を育む ことで,十

分 に論理的 な思考力 を培 うことが可能であると考 えた。その ために,例 えば,登 場 人物 の心情 な

どを押 さえ る場合 に,い きな り感覚的 に答え させ るので はな くて,い くつかの ステ ップを踏 み,

筋道を正 し くた どることによ り,妥 当 な結論 に到達 す るとい う学 習方法 を考 え た。

「夕焼け 」の詩中 での,娘 の心情 の変化を読 み取 らせ る場合 に,上 記の ことを当て はめてみ

ると,次 のよ うにな る。A.「 場 面 ごとの状況 」を つか ませ る。B・ 娘の心情 の変化 を把握 す

る うえ で 「手 がか りとな る表現 」をお さえ る。C.Bか ら 「娘 の気持 ちの変化 」を考 え る。

D.Cを 考え る うえで 「根拠 となる事柄 」を明 確にす る。以 上のよ うなABCと い う手順 を正

し く踏む ことによ り,思 考 の筋道 を的確 に追 い,さ らにDと い う作業 に よ り,根 拠 を明確 にす

ることで,論 理的 な思考 力(与 え られ た条 件か ら妥 当 な結論 に到達す るための筋道 を,根 拠を

明確に しなが ら,矛 盾 な くた どる力)を 培 うことが可能 であ ると考 え られ る。
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工 指導 の 目標

(ガ イ メージや リズムの特徴 な どに注意 して,作 品 の詩情 を と らえ させ る。

(イ)表 現 され た ことが ちに即 して,登 場 人物 の心情 などを論理的 に読 みとる力をつけ させ る。

(ウ)こ の詩の主題に対する臼分の考えを,筋 道を立てて表現 させる。

オ 指導の全体計画(三 時間配当)

第

学 習 活 動 内 容

◎詩の全文を朗読する。

◎初発の感想をまとめる。

◎登場 人物,状 況等を確認する。時1

【

留 意 点

◎ リズム等 に注意 させ る。

◎ 感想 の中か ら「なぜ立て なか っ

た のか 」とい うことを 出 させ,以

後 の授業 のき っか け とす る。

◎娘 が立 てな くな るまでの状況 を

三 人の老 人に着 目させて考えさせ る。

　

1◎ 娘 の心情 の変 化を読 み取 る。 学習 プ リン トlI
i

第
・各場 面毎 に娘 の心情 を考え るうえ で,手 がか

時L欝 灘 瓢
fヒを根拠を副

i(

に し な が ら読 み取 る。1

「
睡i◎ 僕蝋 対する思いを読み取る.学 習プりF

四
1。 僕 の思 いが読 み取 れ る箇所 をお さえ る。

i・ 働 思いを押 さえた箇所から僕の4こ 対する
第i
i思 いを根拠 を明 らかに しなが ら読 み取 る。

三1

時i◎ 「夕焼け 」を手がか りに作品の主題に迫 り・ そ
れに対す る自分 の考えを発表す る。

から僕の娘 に対する

ながら読み取 る。

◎ 「

基に

◎ プ リン トに より,段 階的,論 理

的 に読 み取 ることを理解 させ る。

。三箇所 の 「うつむ く 」に着 目

させ る。

・詩 の中のみで考 え るのでは な

く普段 の生活 の経 験 か らも考

え させ る。

◎学 習 プ リン トiの 手順に従 つて

各 自,学 習 プ リン トに書 き込 ませ

る。

◎ 「夕焼 け 」か ら想像 す ることを

基 に主題 に対す る自分の考えを筋

迫 を立 て て発表 させ る。

力 本時の指導

(ガ 指導目標

① 詩の表現に注 目させ,娘 の心情の変化を読み取 らせる。

② 表現された事柄 に即 して,論 理的に読みを深め る方法を身につけさせる。
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ω 指導の展開

指 導 内 容 学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点

導

入

(1)前時 の確 認

(2体 時の学 習 目標 ・

内容 の確認

・前時 に学 習 した内容を確認

す る。

・本 時 の学 習の進 め方を理解

し,確 認す る。

・登場 人物 ,状 況等の確 認。

・プ リン トによ り,段 階的,論

理的 に読 みを深めて ゆ くこと

を理解 させ る。

展

開

1

(1)娘の心 の動 きを読

み取 る上 で,手 が

か りに なる表 現を

見 つけ させ る。

(21その表現か ら分か

る内容 を発表 させ

る。

{3}それ ぞれの場面 に

お ける気持 ちの変

化を,根 拠 を明 ら

か にしなが ら読 み

取 る。

・それぞれの場面 に おいて ,

気持 ちが読 み取 れ る部分を

抜 き出 し,学 習 プ リン トに

書 き込む。

・「うつむ く」か ら,一 般的

に どん な気持 ちが読 み取 れ

るか,考 え る。

・一回 目,(21で 読 み取 った中

か ら1こ の場 合にふ さわ し

い気持 ちを選 び出す。

・一回 目と二 回 目を比較 し,

気持 ちの変 化を考え る。 ま

た,そ の根 拠を確認 す る。

・三回 目にお ける気持 ちを考

え,そ の根拠 を確認 す る。

・「うつむ く」が繰 り返 し出て

くることに注 目させ る。

・手が か りに なる表現 を ,全 員

が確認 で きるよ うにす る。

・自分 の体験等を もとに,な る

べ く多 く出 させ る。

・出 なければ,周 囲の生徒 と話

し合わ せる。

・二回 目,迷 う気持 ちが深 まっ

た ことを表 す表現 と して 「し

か し… 」以下,短 い行 分 けの

部分が あ る。 生徒 か ら出 なけ

れ ば朗読 し,気 付 かせ る。

・三回 目,気 持 ちの質的 な転換

が あ った ことを理解 させ る。

・自責 の念 が新 しく生 じた こと

を後半 か ら気付 かせ る。

展

開

皿

(1)rぼ く」の娘 に対

す る思 いを読 み取

る。

・プ リン ト1で 学 習 した方法

を参考 に して,プ リン 団

に各 自書 き込ん で ゆ く。

・理解が十分 で ない者 に対 して

は,こ の時 間に指導 す る。

ま

と

め

(1}本時の確認。

{2)次時の予 告。

・娘 の気持 ちの変化が理解 で

きたか,確 認 す る。

・読 み取 りの手順が理解で き

たか確認 す る。

・次時 も,同 じ手 順で読 みを深

め ることを理解 させ る。

(ウ)評 価 ① 娘 の気持 ちの変化を読 み取 ることがで きたか。

② 読 み取 り手順,方 法 を理解 し,身 につ け ることがで きたか。
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キ 主 な成果(「 夕焼 け 」の感想 ・学=習プ リン トを使 った感想)
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(3}研 究 の まとめ

理解班 で は,「 文学的 な文章 」の中の詩教材 を取 り扱 い,詩 の表現 の中に用 い られてい る語

句 と語句 の相互 関係を明 らかに し,手 がか りとなる表現を もとに心情 の深 ま りを段 階を追 って

理解 させ る事 によ つて,論 理的 に筋道 を とらえ させ る力を身 に付 け させよ うと試み た。 これ ま

での よ うな直観 力や感 覚に頼 って詩を理解 させ る授 業 方法 では,理 解 とい う点 において個hに

差が あ るため,苦 手 意識 を持つ もの も多 くみ られ た。 そ こで,詩 の理解 においての学習 の手順

や,考 え方 の筋 道を示す ことに よって,詩 に対 しての抵抗感 を取 り除 き,学 習へ の意欲を高 め

よ うと した。 また,様 々な文章 の中の,特 に作者 の感情 が凝縮 された詩 とい う教材を通 して,

あえて筋道 を追い,論 理的 な読 み取 りをす る過程 で,詩 の持 つ象徴性 ・真 の味 わいな どを考 え

させ てみ た。

① 心情 の変化 をと らえ るため に 「場面 ごとの状況 」 ・「手が か りとな る表現 」・「娘 の気

持 ちの変化 」・「根拠 とな る事柄 」の四段階 を追 つて考 えさせ ることに よ り,そ の過 程

の作業か ら生徒 の理解 を深め ることがで きた。

② 生徒 が 「学 習プ リン ト」を完成 させてい く学習活動 を通 して,自 分 の考えや発見を整理

しなが ら意欲的 に発言す る姿勢 が見 られ るよ うに なった。

③ 心情 の変 化を理解 させ るため の,四 つの段 階 を たど らせ る ことで,根 拠を 明 らかに しな

が ら矛盾 な く考えを推 し進め る姿勢を身 につけ させ るのに役立 った。

④ 詩 の理解 が深 ま ることで,詩 に表現 され てい る内容 を 自分 自身 に置 き換 えて味 わお うと

す る姿 勢が見 られ るよ うにな った。

この よ うに,詩 に用 い られてい る表現 を通 し,段 階を追 って心情 の変化 を とらえよ うと した

こ とに よって,自 分 の主観的 な考 えを修正 して,理 解 を深め てい く生徒 も多 くみ られ るよ うに

な った。 また,詩 の教材 の学習に対 して意欲 的 に取 り組む よ うにな った。 指導後 の感想で も,

これ までの詩 の授業 に比 べ,理 解 が深 まったよ うに思 われ,「 よ く分か るよ うになった 」「主

題 に迫 ることがで きた 」などの成 果 がみ られ た。

なお今後 の課題 と しては,詩 や他 の文学教材 において も,語 句や表現 か ら段階 を追 い,筋 道

を とらえ なが ら論理的 に思考 させ る学 習方法 の開発が必要 である と思 われ る。 また授業 におけ

る発問の工夫,学 習 プ リン トの改善 な どが挙 げ られ,今 後 も継続 して研究 を深 めてい きたい と

思 う。 さらに,文 学的 な文章 に限 らず,生 徒 の 日常 の生活 や学=習の場 などの様 々な所で,こ の

よ うな学 習活動 を通 して理解 を深め,い ろい ろな学 習活動 がで きるよ うに,計 画的 ・継続的 な

指導 を行 ってい くことが必要で あ ると考 え てい る。
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3言 語事項班

α)研 究のねらい

我々は研究主題 「論理的な思考力を培 う指導の工夫」を研究するにあたり,言語事項 の立場か

ら『文脈の展開を文法的 な観点か らたどる力を身につけることによつて,論 理的な思考力を培

うことができる』と考え,次 の仮説を立てた。

文章 を読 み進 め てい く過程で,「 助詞 」の働 きに焦点を当 て ることによ り,論 理的 に

読 み深めてい くことがで きるよ うにな り,論 理的 な思考力 を培 うことがで き る。

これは,日 頃何気 な く読 んで い る文章oな かで,文 の構成 の うえか ら 「助詞 」が とりわ け重

要な役割 を果 た して い ることに着眼 したか らであ る。 また,学 習 指導要領 において も 「助詞 」

の扱 いに ついて 『文 脈の 中で どのよ うな働 きを して い るか に注意 させ,表 現 や理解 に役立 つよ

うにす る 』とあ る。文法 事項 としての 「助詞 」を単 な る知識 と して覚 え るだけで はな く,文 脈

の中での 「助詞 」の使われ方 に注 目し,微 妙 なニュア ンスを読 み取 ることで,文 章 を よ り論理

的 に理解 す ることがで きると考 えた。

これ までの論理的 な思考力の育成 嫉 主として説明文 ・解説文 ・論 説文 ・評論 文 などの教材の

読解学 習を通 して培 われ るもの とす る考 え方 に偏 りが ちで あった。 文学的文章 に おけ る理解 は

漠然 と した感覚的 なものに な りが ちな ことが多 く,文 章 自体の論理性や,論 理的 な思考 は あま

り問題 と されてい ない よ うに思 われ る。

また言 語事項 にお ける文 法 の学習 は 「取 り立 て学 習 」として行 われ る場 合が多い。 その指導

方法 が,知 識 だけの覚 え込み になって しまい表現 や理解 に結 び付 か ない だけで な く,文 法 嫌 い

の生徒 を作 る大 きな原 因 とな ってい ると考 え られ る。

論理的思考 力の主体 となる生徒 自身が なぜそ う考 え,感 じたかを考 える うえでは文学 作品 と

いえ ども,そ の理解を 文章 表現 の中か ら論理的 に読 み取 ることが重要で あ る。 そ こで現状 をふ

まえ,仮 説に基 づいて次 のね らいを立て た。

(ガ 文脈 の中での助詞 の働 きによる,微 妙 なニ ュア ンスの違 いに気付 く。

(イ)助 詞 の働 きに焦点 を当 てることによ り,登 場 人物 の心情 などを論理的 に読 み取 る。

(ウ)言 葉 の精選 され た,完 成 度 の高 い文学作 品を教材 と して取 り扱 うこ とによ り,言 葉の も

つ論 理性 に気付 かせ る。
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② 指導 の実際 その1

1教 材 「赤 い実 」 井 上 靖

2教 材選定 の理 由及び研究 主題 との関連

助詞 の働 きに焦点 をあ てることによ って,文 学 作品の文章 の もつ論理性を読 み進め てい

くため には,言 葉 の精選 され た,完 成度 の高い文学作品を教 材 として取 り扱 うことが大事

であ ると考 え た。

本教材 は,井 上靖の 自伝的 な長 編小説 「しろばん ば 」の一節で あ り,少 年が少女 に淡い

思慕 を抱 きなが ら,自 己を 自覚 してい く様 が,情 感豊か に描 かれてい る。表現 の上 で も,

行 き届 い た言葉の選 び方が随所 に見 られ るので,助 詞を取 り上 げ,文 脈 を追 ってい くこと

で論理的 に心情 の深化を図 ることが可能 と考え,本 教材を選定 した。

また,助 詞 の もつ論理性 を読む ことで理解 が深め られ るとい う視点 を生徒 に示 す ことに

よ って,生 徒 は,論 理的 に文章 を読む 一つ の方法 ・手 だてを知 り,自 主的 に読 み取 ってい

く力が身 につ くと考 え た。

3指 導 目標

1)構 成や展 開に注意 し,そ の効果 を考え なが ら作品 を読 ませ る。

2)情 景 ・心情 ・人物 像 などの表 現に即 して,文 学作品を読 み深 め,主 題を と らえ させ る。

3)助 詞 の働 きに注 目 し,登 場 人物 の心情 などを論理的 に読 み取 らせ る。

4)本 格的 な文学作品を読 み味わ うことによ り,文 学 に対 す る興味を持 たせ る。

4指 導 の全体 計画

第一 時*全 文の朗読 を聞 き,作 品の世界を イ メージ化 し,物 語の粗筋 をつか ませ る。

*作 品全体 の構成 を読み取 らせ る。

第 二時*「 どん どん焼 き 」の前半部(始 め 一226.6)を 読 み,時 代背景 ・人物 像 などを

読 み取 る過程 で,助 詞 に注 目 した読解 の方法 を学 ばせ る。

一 指導 内容 一

・「どん どん焼 きは昔 から子供 たち どん どん焼 きを待 ち遠 しく思 ってい る

の受 け持 つ正月 の仕事 にな ってい 子供 たち,そ の 日は特 別で あること,洪

たので,こ の朝 は洪作 と幸夫が下 一 作 と幸夫 が子供 たちの リーダーで あ るこ

級 生 たちを指揮 した。 」 と などを読 み取 る。

・「幸夫が それ に火を つけた。」A

「幸夫 は叫ん だ。」B

洪作よ り行動的 な幸夫 の り一 ダーぶ り
一 を読 み取 る。(Bの 幸夫を洪作にかえ る

ことで比較 す る)

第三時*「 どん どん焼 き 」の後半部(226.7--22$・3)を 読 み,洪 作 の心情 を中心 に

(本 時)読 み取 らせ る。

第四時*「 どん どん焼 き」を通 して洪作に起 こった心情 の変化 をま とめ る。

*「 ひよ どり事 件 」を読 み,登 場 人物 の行動 か ら心情 を読 み取 らせ る。

第五時*「 ひよ どり事 件 」を通 して洪作に起 こった,自 己理解 と自他 との区別,成 長 につ

いて考 え させ る。

第六時*読 後 の感想を まとめ,発 表 させ,生 徒相互の意見交流 を させ る。

*井 上 靖の他 の作品に も触 れ,読 書 の楽 しみを感 じさせ る。
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5本 時の指導計画(第 三時)

(1)指 導 目標

時代背景や洪作の人物像,心 情を読み取 る上で,主 に助詞の働 きに注 目して読む。

(2}本 時の展 開

学 習 活 動 留 意 事 項 教 師 の 指 導 助 言

導

ヒ(1響躍 聡鐸 副 ①蒲儘暮諺懲 脚 ・はい(と 黒 板 を指 す)

・き ょ うは?〔 学 習 内 容 〕

入 」 内容淳 習す櫛 囲硲 … 象に行う・
・ど こか ら?〔A一 ジ数 〕

え る ・ll圧

ヨ:

(1)「 どん ど磯 き 」が糊 ・ 『 一 「.こ こで読 む 。とは,〔 時 〕

の 日で あ る こ とを 読 み取1

賦 蒔魔 める文を翫
i② 発 表 す る・

① 生 徒同 士 で相 談 させ た り,

班 活動 に した方 が よい。

②座 っ た ままで よ い。

・で は探 そ う,時 間1分
・時 間 です ,ど こ?

展1③ 右の文から読み取れるこ ③ 「この 日は,男 のf供 も女一
・こ こか ら何 が読 め る?

とを 発表 す る。 の 子供 もい っ し ょだ った。」 〔 こ の 日 は … い っ し ょだ 。〕

・逆 に 言 う と?・ この 日以外 は?

・この 日は特 別 なん だね。

④ 「は 」の この場 合 の働 き 方法1… 他 の 語 にい れか え ・そ の こ とを示 す 言葉 は どれ?

開1を 贈 する・

i

砒 べ る方法1・rは 」を 「も 」にか え た ら ・

〔は→ も 〕i・ この 「は 」は 「こ の 日 」を 他 の
1

【【

i⑤ 右 の文 か ら読 み 取 れ る こ ⑤ 「一 年 の う ちで,男 女 の児

i日 と区 別 す る働 きを 持 っ てい る

ん だね。

1
1と を 発表 す る.I

l
l

童 が い っし ょに な るの は,

こ の一 月十 四 日 しか なか っ一
た 。 」

・す ると,子 供 たち は,こ の 日が

くるの を?〔 待 って い た 〕
■
ー國

-
圏=

ー
1

・どん な気持 ちで この 日を迎 え る

の?〔 ドキ ドキ ・ワ クワ ク 〕

陣 「しか 」の・のtの 働

iき を確 認 す る・

方 法2… その 語を 取 り除 い1・ そん な気持 ちを 示 す 言葉 は?

て 比 べ る方法i・ この 日が待 ち遠 しか った こ とが
i

I

Ii
「 しか 」とい う言 葉 で強 調 され

る こ とが分 か るね。

(2)洪作の人物像(心 情)を ①誰の人物像を読み取ったら

読 み取 る。 よい かを 考 え させ る過 程 で,

① この部分の中心人物を決 根拠として心情の表現が指

め る。 摘 され る。

展 ②洪作の人物像が読める文

や表現を探 し,発 表する。

② 「洪 作は その ほ うは 見 ない 、 ・見 ない で も分 か った と言 う こと

で も,そ う叫 ん だ者 が 誰 でiは?

③ そ こか ら読 み取 れ る こと

を考 え,発 表 す る。

あ るかわ か っ てい た。 」

③ 〔あ き子 を意 識 してい た 〕
卜 何でわ加 たの・
・あき子を意識 していたから分か

開 ったん だね。

② 「洪作はいきなり 勉強を ・洪作は普段は勉強を?

したい よ うな気持 ちに さえ ・そん な気 持 ちに な るの は?
一

な っ た。 」 〔それ ほ ど感動 して い た 〕

回 ③ 〔感動,尊 敬 〕 ・特にその気持ちを強調している

1 言葉は?
國

1②鵬 諜 調 欝一

・この文 の中 で比鞍 して い る もの

は?〔 今 まで と今 〕
1今 の ひか れ方 は全 く違 っ て

　・どの言 葉 で は っ きりす る?
　

い た。 」 ・今 まで の ひ かれ 方 は?

③ 〔あ こが れ→賛 嘆,賛 美 〕 ・今 は?

ま{n各 文における助詞の働き ①生徒から出なければ,教 師
・今日は特別な意味をそえる言葉

を 確 認 す る。と が 指摘 して も よい。 を 指摘 して き ま したが,そ れ は

め 何 とい う言葉 で し ょう?

〔 は,し か,さ え 〕
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(3)本 時の評価

上記指導 目標が,実 際 に達成 され たか。

(4)主 な成果

授業を行 うに当たって,次 の三点を考慮 した。

ア、思 いつ きで な く,文 章 の論理を読 み取 った上での思考を前提 と した,活 発 な生徒

の言 語活動を誘 うために,生 徒同 士で相談 させ,着 席 のままの発言を させ,作 業 の

時 間を限定 した。

イ、発 言 した くなるよ うな,あ るい は,も っ と読 み深 めたい と欲求 す るよ うな教 師の

発問(指 導 助言)を 工夫 した。

ウ、教師 の手を離れて,生 徒が ひと りで読 み取 ってい く力をつけ ることを意識 した。

その ため,助 詞 に注 目して読み取 るとい う視点 は,そ の もの 自体 の 目新 しさとあい まっ

て,多 くの生徒 にと って新 しい発見 とな った。 なかで も普段 やや集 中力の欠 けやすい生徒

が,目 を輝かせ て,「 そ うか あ,な るほ ど!」 と大 き くうなずいた光 景 は忘れ られ ない も

のとな った。

㈲ 参考

資料 と して,第 三時 の学 習プ リン トを載 せ る。
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② 指導の実際(そ の2)

A.全 体 の指導計画(6時 間扱い)

第1時 …・・① この作品における学習の目標をつかませる。

②作品を通読 し,"読 後メモ"を 書かせる。

①学習の目標一登場人物の心情などを表現に即して読み深め,作 品の主題に迫 る;こ れを常に意識するよう呼びか

ける。

②読後 メモ ア.時 代,時 イ.登 場人物 と年齢(学 年)ウ.主 な出来事,場 所 工.印 象に残った文

第2時 … …①"読 後 メ モ,,を 発表 し,作 品 の 世 界 を イ メー ジ化 させ る。

② 作者 が 描 き たか っ た こ と(人 物)は 何 か(誰 か)考 察 させ る。

① ア.時 代または時が判断できる表現を探し,そ の根拠を考えさせる。 イ.登 場人物の年齢(学 年)が 判断でき

る表現などから,登 場人物相互の関係をつかませる。 ウ.こ の作品が二つの場面で構成され,時 や場所 も異 なる

ことを理解させる。 エ.〔 生徒の反応 〕:わ なにかかったひよどりの描写のところを選ん だ生徒が圧倒的に多か

った。

② 〔生徒の反応 〕:自 分たち(読 者)の 印象に残 った文は"ひ よどり。のことであって も,作 者の意図するものは

別(洪 作のあき子に対する気持ち)で あることは,目 然に読み取れたようである。

第3時 ……(本 時)※ 次ページu本 時の指導,,参 照。

第4時 ……①場面の転換部を読み,そ の存在の意味を理解させる。

②第二の場面を読み,4ひ よどりのわな,,に ついて理解す る。

③第二の場面の登場人物の動作や様子から,登 場人物のひよどりに対する気持 ちの変化をつかむ。

①直接的には結びつかない2つ の場面を,時 間的な移 り変わりによってつないでいる役割を果たしていることをつ

かませる。

②現代の生徒 たちには,な かなか実感できない ものであるので,絵 を描 くなどして想像 させる。

③わなをしかけたときは,ひ よどりを手に入れたか ったはずなのに,捕 らえたひよどりを目の前にしてお互いに譲

り合っている洪作と幸夫の心情を,あ き子たちとの関連からとらえさせる。

第5時 ……①第二 の場面における主人公の心情を,他 の登場人物 との絡みか ら理解 させる。

②主人公の,他 の登場人物 に対する気持 ちが,ど ん な場面をたどって,ど のように移 り変わっていったカ、

を総括する。

①突然あ き子が粒 き出した状況を理解させ,同 じ立場におかれた洪作 と幸夫を,対 比的に描いている表現を読み取

らせ る。

②第一,第 二の場面 とも,洪 作のあき子に対する特別な意識が前提 となって描かれており,第 一の場面が第二の場

面の伏線 となっていることを確認する。

第6時 ……①文学作品の巧みな表現方法をつかむことにより読書の楽しみを感じ取らせる。

② この作品の"そ の後 。の展開を想像させることにより,読 書の意欲を高めさせる。

④語句の用法や組立てに注 目することによって,作 品の読解が深まったことを認識 させる。

② この作品の限 りでは,洪 作のあき子に対する片思いだった二人の関係が,`そ の後 。どう変わったか,な どを想

像し,意 見を交換す る。
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B.本 時 の指導(第3時 間 目)

① 指導 目標

ア.場 面1で の構成 や展開の仕方 に注意 し,そ の効果 を考 えなが ら,登 場 人物 の心情表現 に

焦点 を当て る。

イ.場 面1で,主 に助詞 の働 きに着 目させ ることによ り,登 場 人物 の動作 や心情 を的確 に と

らえ させ る。

② 本時 の展開

学 習 活 動 指 導 上 の 留 意 点 生 徒 の 反 応

導 ①主な登場人物の人 ① この話が,洪 作のあき子に対する気持ちを

物像,相 互関係を確 中心に描かれていることを確認 し,そ れを表

入 認 す る。 現に即してとらえてい くことを示峻する。

② 「どんどん焼 き」 ②あまり複雑に考えず,直 接的に表現されて ② ア～ ウとも,洪 作の気持ちを

の場面で,洪 作のあ い る と こ ろに絞 らせ る。 表す表現の前に,「 少女 」や

き子に対する気持ち ア.尊 敬 の思 い で眺 め た。 「あ き子 」 とい っ た。"対 象,,

が描かれている表現 イ.今 ま で あ き子 に ひか れ た こ とは あ っ たが, を表す言葉があったため,比 較

を 見 つけ る。 しか し,今 の ひ かれ 方 は 全 く違 って い た。 的すんなりと見つけられた。

ウ.少 女 へ の賛 嘆 で あ り,賛 美 で あ っ た。

展 ③時間の経過を手が ③ 「どん どん焼き」の出来事は,時 間の経過 ③前半部 と後半部との区切 りの

か りに,「 どん どん から考えれは,「 団子を食べる」ところで終 場所は,た やす く見つけられた

焼 き」の場面を,前 わ って い る。(前 半 部)そ れが,「 こ の 日は が,そ の根 拠 に つ い て は,「 ど

半部と後半部に区切 … … 」の記 述 か ら,時 間 的 に は逆 戻 り し て, んどん焼 きの最後にやることは

る。 「書 き初め 」を投げ込む描写に焦点があてら 何 か?」 とい う ヒ ン トを 出 す ま

れ,こ の部分にのみ上記②の洪作の気持ちが で は,分 か りづ らそ うで あ った。

描かれていることを気付かせる。(後 半部)

④ 上記②のア～ ウの ④ ア:あ き子の書き初めを見た。→身内の引 ④ ア:同 じくらいの年齢の子に}

ような気持ちになっ き締 まるような緊張→勉強を したいような気 「尊敬 」の気持 ちをもったこと

た理由や経過を,主 持 ちに さえ な った。 → 尊 敬 の思 い が 不 思 議 だ っ たよ うで あ るが,

に助詞に着目してた (と り たて,強 調) 「さえ 」が あ る こ とに よ って,

ど って い く。 ※ 洪 作 は,こ れ まで 勉強 を した い と思 っ た こ 左記の※の観点から理解できた
"

とが あ る だ ろ うか?→ な い,,と した ら,そ よ うで あ る。

んな洪作に,勉 強をしたい気持 ちにさせたあ

き子(の 書き初め)は 偉大だということにな イ:洪 作 は,そ の 時 あ き子 の ほ

る。 うは 見て い なか った。 ほ か の 子

イ:「 今 まで 」ひ か れ て い た こと;洪 作 は そ に対 しては,声 を聞いただけで

の ほ うは 見 ない で も… …。 は誰であるか分からなかっただ『
「今 の 」ひ か れ か た 一 ウ ろ う。

ま ⑤ 「どんどん焼き」 ⑤ 「どん どん焼 き」の出来事での,洪 作のあ

と
の出来串をまとめ, き子に対する心情が,次 の場面で洪作の置か

め 次の場面へのつなが れた立場の伏線になることを予告する。

りを 知 る。
[

③ 評価
K

上記① 指導 目標 が実際 に達成 され たか。"

C.主 な成果

授業 後の ア ンケー・トでは,多 い クラスで約9割,少 ない クラスで約3割 の生徒が助詞 に焦点

を当て る ことによ つて,読 解が 深 まった。」と答 え,ク ラスに よ りバ ラつ きが多か った。 これ は,

助詞に対す るイ メージの とらえ方 の違 いか ら生 じた ものだ と思わ れ るが,少 な くとも,洪 作 の

あき子 に対 す る特別 な感情 や,あ き子 の 「書 き初め 」が洪作の心情 に大 きな影響 を与 えた こと

は,表 現 に即 して読 み取 ることがで きたよ うであ る。
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(3)研 究 のま とめ

言語事項班 では,前 述 のよ うに 「文章 を読 み進め てい く過程 で,助 詞 の働 きに焦点 を当て る

ことによ り,論 理的 に読 み深 めてい くことがで きるよ うにな りs論 理的 な思 考力を培 うことが

で きる。 」とい う仮 説 を立てて,研 究 を進 めた。 そ して,今 回の授業 では,特 に文学的文章 を

用 い,助 詞の働 きを考え ることによ り,人 物 の心情 を読み味 わい,作 品の主題 に迫ろうと考えた。

取 り上 げた 「赤 い実 」(光 村 図書)の 「どん どん焼 き 」の場面 には,心 情 を読み とるうえで

根拠 となる。 多 くの助詞が用 い られ てい た。授業研 究の中で,そ の働 きを十分確認 して授業に

臨ん だわ けであ るが,そ れを一 方的 に教 え るのでは な く,生 徒 たちに発見 させ るには どうすれ

ばよいか とい う点 も,大 きな問題で あ った。実際 の授業 の中で は,生 徒が主体的 に活動 す る時

間を多 く取 り入れ,教 師か らは,あ ま り誘導 す るよ うな発言を しないよ うに努め た。 そ して,

「どん どん焼 き 」の 日が,子 供 た ちに とって特別 な 日で,大 きな期待感を持 つていた こと,洪

作が あき子 にひかれ てい た こと,そ の気持 ちが}あ き子の書 き初め によって尊敬 の気持 ちに変

わ ってい ったことを読 み とると き,「 は ・しか ・で も ・さえ 」が大 きな役割を果 た してい るこ

とを,自 ら発見 してい くこ とがで きた。

今回 は,文 法 を教え ることが 目的 ではないので,助 詞 とい う言葉 はあま り使 わなか ったが,

心情 を理解 す るとき,一 見何 の意味 も持 たないよ うな言葉 が,大 きな役割 を果 たす ことに気付

くことがで きた。今後,彼 らが文学的 文章 を読 む とき,感 覚的 な理 解 だけ では な く,言 葉 の一

つ一つが,そ の根 拠 となって いる ことを考 え るきっかけに なった と思 われ る。 したが って,助

詞の働 きによ り,心 情を読 み味わい,主 題 に迫 るとい う我 々の目的 は,達 成で きたのでは ない

か と考 え る。

しか し,我hの 研究 は これ ですべて終 わ りとい うのではな く,今 後,ま だまだ続 けなければ

な らない。一応 の目的 は達成 したとはい え,我 々の意図 す るところは,単 発的 なもので はな く

継続性 ・系統 性を もった もの でなけれ ばな らない。 つ まり,こ の研究 を どのよ うに生か してい

くのか とい うことで あ る。 今後 の課題 を挙 げ ると,

① 文学的文章 以外の説明文 ・論説文 などで も,論 理的 に読 み深 め る ことがで きる ことを実

証す る。

② 助詞 以外の もの,例 えば,助 動 詞 ・動詞 ・名詞 ・副詞 な どでも同 じ試み をす る。

などで あ る。

以 上の ことを念 頭に,日 常の授業 での実 践,ま た,互 いの意 見 の交 換に よ り,研 究を 発展 さ

せ なければ ならない。
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N研 究 の'まとめ と今後 の課題

1研 究 の まとめ

人間 は,言 葉 によ ってものを認識 し,思 考 内容 を形成 す る。 また,人 聞は,言 葉に よって他

者 と意思 を通 じ合 う。 このよ うな言葉 によ る認識 ・思考 及び伝達 の活動 において,今 日特 に重

要視 され てい るのは論理的な思考力である。問題 と根拠 を明確 に し,仮 説を立て,論 理的 に検 証

してい くとい う,こ の論理的な思考力を培 う活動は,ま さに言葉 の働 きその ものを理解 す る営み

で もある。 その認識 の うえ に立 って,本 研究 では,文 学的 文章 を主 たる教材 と しつつ,1年 に

わ たり,そ の実践的 な研究を試み た。

「表 現 」班 では,「 根拠 に基 づいた意見 の構築 」がで きれば論理的 な思 考力 は培われるという

考 えに立 ち,6つ のテーマを設定 し,生 徒 に意見文 を書 かせ た。 そ して,根 拠を明 らかにす る

過程で,根 拠に も3つ の タイプが あ ることを気付 かせ,し か もそれに優劣 をつけ るのでは な く,

そ の3タ イプを うま く組 み合わせ ることによって,よ り論 理性 のあ る,説 得 力を もつ意見 文 と

なることを理解 させ ることが で きた。

「理解 」班で は,生 徒が誰で も一度 は経験 したであ ろう出来事 を素材 と した詩 を教材 と して

選 び,4つ の ステ ップを設定 し,そ れを順 次検証 す ることによ って論理的な思考力の深化が図れ

ると考 え た。 結果的 には,学 習 プ リン トを効果的 に併用 し,生 徒 の 自由な発想 と自由 な思 考の

流れを生 か した授業 の展開が功を奏 し,今 までの直感的 ・感 覚的 なとらえ方か ら段階を追 って心

情 の変化 を と らえよ うとす る意欲 が生徒 に見 られ るよ うに なった。 したが って,本 研究 におい

ては,詩 の教材 で も論理的に思考 する過程 を工夫 す ることによ って心情 の変化を とらえ る こと

がで き,主 題 に迫 ることがで き るとい うことを実証す ることがで きた。

「言 語事 項 」班 では,文 章を読 み深 める過程 で助詞が果 たす大 きな役割 に焦点を当て,そ の

働 きを検証す ることによって論理的 な思 考力の育成 につながると考えた。そ して,そ の検 証を あ

えて文学 的文章 のなか に求め た。 しか も文法的 な用語 を一切 排除 し,生 徒 に発 見の喜 びを与え

るように努 め,小 さな言葉 の もつ大 きな意味を気付 かせよ うと試み た。 その結果,生 徒 は登場

人物 の心情 変化が,実 は小 さな言葉 の一 つ一 つに支 え られてい ること自ら発見 した。 この こと

は,生 徒 の今 後 の文学的教材の理解 に大 きな示唆 を与 え ることに なったと考え る。

2今 後 の課題

(1)最 も説得力 を もつ根拠を 自らつかみ,説 得 力のあ る文章構成 を工夫 させ る指導の工夫

② 発問 の工夫,学 習プ リン トの改善等 を通 して,論 理的 に思考 させ る指導 の工夫

(3)取 り立 てではな く,日 常的 な授業形態 に系統的 に言 語事項 の指導 を組み込 む指導の工夫
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